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総合政策学部経営学科入学予定の皆さんへ  

 

常磐大学総合政策学部経営学科  

 

 

1． 経営学科の入学前課題の意義  

入 学 予 定 者 の 皆 さ ん 、合 格 お め で と う ご ざ い ま す 。こ れ か ら 皆 さ ん は 、経

営 学 科 に 入 学 し て「 経 営 学 」を 学 ん で い き ま す 。皆 さ ん は 日 常 的 に 商 品 や サ

ー ビ ス を 利 用 す る こ と で 様 々 な 企 業 と 関 わ り を も っ て い ま す 。経 営 学 は 、商

品 や サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 企 業 が 何 を 考 え 、 ど の よ う な 工 夫 を し な が ら

事 業 を 行 っ て い る の か に つ い て 学 び 、 皆 さ ん 自 身 の 将 来 に 役 立 て る こ と が

で き る 学 問 で す 。  

入 学 す る ま で の 期 間 を 有 意 義 に 過 ご す た め 、 次 の 3 つ の 課 題 に 取 り 組 ん

で く だ さ い 。  

第 1 課 題 は 、 指 定 図 書 5 冊 の う ち 1 冊 を 読 み 、 レ ポ ー ト を 作 成 す る も の

で す 。指 定 図 書 は 、「 経 営 系 図 書 」と「 教 養 系 図 書 」に 分 け ら れ ま す 。「 経

営 系 図 書 」は 実 際 の 企 業 を 取 り 上 げ た 図 書 で 、経 営 の 面 白 さ を 感 じ 取 っ て も

ら い た い と 考 え て い ま す 。「 教 養 系 図 書 」は 、大 学 で は 幅 広 い 知 識 を 得 る こ

と も 重 要 で 、様 々 な 知 識 や 情 報 を 自 分 で 調 べ 、そ れ を ま と め 、発 表 す る と い

う こ と が 求 め ら れ る こ と か ら 、 こ れ ら の こ と に 関 す る 図 書 も 読 ん で も ら い

た い と 考 え て い ま す 。 第 1 課 題 の レ ポ ー ト は 7 ペ ー ジ を 超 え る と 思 い ま す

が 、十 分 に 時 間 を か け て 一 生 懸 命 に 取 り 組 ん で 下 さ い 。興 味 が あ る 人 は そ れ

以 外 の 図 書 も 読 ん で み て 下 さ い 。  

第 2 課 題 は 、大 学 共 通 課 題 で あ る「 竹 び と ラ ー ニ ン グ 」（ e ラ ー ニ ン グ 教

材 ）の「 数 学 」の ス タ ン ダ ー ド コ ー ス に 取 り 組 ん で も ら い ま す 。入 学 後 の 経

営 学 の 学 習 お よ び 就 職 試 験 の 双 方 に お い て 、 数 学 の 知 識 と 論 理 的 思 考 は 欠

か す こ と が で き ま せ ん 。  

第 3 課 題 は 、大 学 共 通 課 題 で あ る「 竹 び と ラ ー ニ ン グ 」の「 国 語 」の ス タ

ン ダ ー ド コ ー ス に 取 り 組 ん で も ら い ま す 。大 学 の 学 習 に お い て は 、経 営 学 だ

け で な く 、さ ら に 幅 広 い 教 養 を 身 に つ け ま す 。こ う し た 学 習 に は 、国 語（ 日

本 語 ） の 力 が 必 須 で す 。  

第 2 課 題 、 第 3 課 題 と も 計 画 性 を も っ て 取 り 組 ん で 下 さ い 。  

 

 

※  注意事項  

下記の「 2-2．第 1 課題の書き方」、「 3-2．第 2 課題の取り組み方」および「 4-2．第 3

課題の取り組み方」に従っていない場合や内容が不十分な場合は、再提出してもらうこ

とがあります。また期限までに提 出 し な い 場 合 に は 、経 営 学 科 と し て 厳 正 に 対 処

し ま す 。  

 

2．第 1 課題について  

2-1．第 1 課題の内容  

以下の 5 冊の指定図書のうち最も興味のあるものを 1 冊選んで入手し、指定された

箇所を読んだ後、課題の書き方に従ってレポートを作成して、提出して下さい。  
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系  統  著  者  書  名  出版社  出版年  
価  格  

（税込） 

経営系  田中靖浩  

『会計と経営の七〇〇年史―五つの

発明による興奮と狂乱』（ちくま新

書）全 6 章  

筑摩書房  2022 年  924 円  

経営系  ルディー和子 
『男子系企業の失敗』（日経プレミア

シリーズ）全 6 章（最終章を含む）  

日本経済  

新聞出版社  
2023 年  990 円  

経営系  諏訪貴子  

『町工場の娘―主婦から社長になっ

た 2 代目の 10 年戦争』（日経ビジネ

ス人文庫）全 3 章  

＊第 1 章、第 2 章 1 節、2 節、3 節、

第 3 章の 5 つのパートを対象とする  

日本経済  

新聞出版社  
2024 年  990 円  

教養系  藤原正彦  『本屋を守れ』（ PHP 新書）全 7 章  PHP 研究所  2020 年  990 円  

教養系  齋藤孝  
『 20 歳の自分に伝えたい  知的生活

のすゝめ』（ SB 新書）全 5 章  

SB クリエイ

ティブ  
2022 年  990 円  

 

2 - 2． 第 1 課 題 の 書 き 方  

○ Google ドキュメントで作成してください。  

○ 提出された課題は添削を行います。誤字、脱字があるものや読みにくいものは再提出

してもらうことがあります。  

 

（ 1） 1 ページ目を表紙とします。表紙には、①第 1 課題、②経営学科、③氏名、高校

名、④選んだ図書、⑤使用した辞典等を記入して下さい。  

＜書き方例＞  

①  第 1 課題  

②  経営学科  

③  氏名、高校名  

④  田中靖浩『会計と経営の七〇〇年史―五つの発明による興奮と狂乱』、筑摩書房、2022 年。 

⑤  山田忠雄、倉持保男、上野善道、山田明雄、井島正博、笹原宏之編『新明解国語辞典  第八

版』三省堂、 2020 年。（電子辞書の場合はさらに機種名を書いて下さい）  

（ 2）要約をします（各章 400 字程度）。2 ページ目の 1 行目に「第 1 章○○○の要約」と

書き、次の行から、第 1 章の内容を要約して下さい。要約は、単に本文の一部分を

抜き出すのではなく、しっかり読み込んだ上で作成して下さい。分量は 380～ 420

字以内で書いて下さい。文章の書き出しは 1 マス空ける（字下げする）こと。文章

の内容が変わっても、段落分けをする必要はありません。  

   ＊『町工場の娘』は、第 1 章、第 2 章 1(81-142 ページ )、第 2 章 2（ 143-183 ペ

ージ）、第 2 章 3(184-218 ページ )、第 3 章について、それぞれを章として扱い、 1

ページの要約を作成して下さい。  

（ 3）言葉の確認をします（各章 1 ページ程度）。要約の下を 1 行空け、「第 1 章で意味

を確認した言葉」と書きます。次の行から、第 1 章に出てきた文章の中で、意味を

確認したい言葉や意味が分からなかった言葉を 5～ 10 個挙げ、その意味を国語辞

典などで調べて記入して下さい。（例：「有効需要」…×××××。）次の言葉は改行

してから書いて下さい。1 ページに収まらない場合、次のページに記入しても構い

ません。  
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（ 4）第 2 章（次章）以降についても、上記の（ 2）（ 3）に従って、章ごとに「内容の要

約」と「意味を確認したい言葉」を記入して下さい。章ごとに、新しいページから

書き始めるようにして下さい。  

（ 5）「詳しく知りたい点、疑問に思った点」を書きます（ 1200 字程度）。各章の要約、

言葉の確認が終わったら新たなページの 1 行目に「詳しく知りたい点、疑問に思っ

た点」と書きます。そして 2 行目以降に、全体の内容から興味を感じてもっと詳し

く知りたくなった箇所や疑問を感じた箇所を 3 つ挙げて下さい。1 つにつき 300 字

以上 400 字以内で記入して下さい。書き方は、①と番号を記入し、詳しく知りたい

点、疑問に思った箇所の本文をそのまま抜き出して下さい。続けて、その部分の何

について詳しく知りたくなったのか、あるいはどのような疑問を感じたのかを説明

して下さい。改行して②を記入、さらに改行して③を記入して下さい（①～③それ

ぞれの中で文章の内容が変わっても、段落分けをする必要はありません）。  

＜書き方例＞  

①「…（本文抜き出し）…。」（×ページ○行目）と述べられているが、私はこの「…」につい

て詳しく知りたいと思った（…と疑問を感じた）。なぜなら、……。  

②「…（本文抜き出し）…。」（△ページ◇行目）と述べられているが、私はこの「…」につい

て興味をもった（…と疑問を感じた）。なぜなら、……。  

③「…（本文抜き出し）…。」（●ページ◎行目）と述べられているが、私はこの「…」につい

て詳しく知りたいと思った（…と疑問を感じた）。なぜなら、……。  

（ 6）「感想」を書きます（ 800 字程度）。最後に、新たなページの 1 行目に「感想」と

書き、2 行目に 1 マス目を空け（字下げして）から、その本を読み終えた感想を書

いて下さい（文章の内容が変わっても、段落分けをする必要はありません）。分量

は、 600 字以上 800 字までとします。  

（ 7） 5 章ある場合の全体のページ数は表紙を含めて 7 ページ程度になります（要約・

言葉の確認で 5 ページ、詳しく知りたい点で 1 ページ、感想で 1 ページ）。  

 

3．第 2 課題について（大学共通課題）  

3 - 1． 第 2 課 題 の 内 容  

竹 び と ラ ー ニ ン グ の「 数 学 」の ス タ ン ダ ー ド コ ー ス の 6 分 野（ 四 則 の 計 算

／ 方 程 式 ／ 関 数・グ ラ フ ／ 図 形 ／ 組 合 せ・確 率・統 計 ／ 総 合 ）の 分 野 ご と の

実 力 診 断 テ ス ト で 8 0 点 以 上 得 点 す る こ と（ 分 野 ご と の 実 力 診 断 テ ス ト で 8 0

点 以 上 得 点 す る こ と が で き な い 場 合 は 、 8 0 点 以 上 獲 得 す る ま で 繰 り 返 し 取

り 組 ん で 下 さ い ） 。  

 

3 - 2． 第 2 課 題 の 取 り 組 み 方  

同 封 の 大 学 共 通 課 題「 竹 び と ラ ー ニ ン グ 」を よ く 読 み 、取 り 組 ん で 下 さ い 。 

 

4．第 3 課題について（大学共通課題）  

4 - 1． 第 3 課 題 の 内 容  

竹 び と ラ ー ニ ン グ の「 国 語 」の ス タ ン ダ ー ド コ ー ス の 5 分 野（ 漢 字 の き ま

り ／ 漢 字 の 読 み 書 き ／ 熟 語 ／ 文 法 ／ 敬 語 ） の 分 野 ご と の 実 力 診 断 テ ス ト で

8 0 点 以 上 得 点 す る こ と （ 分 野 ご と の 実 力 診 断 テ ス ト で 8 0 点 以 上 得 点 す る

こ と が で き な い 場 合 は 、8 0 点 以 上 獲 得 す る ま で 繰 り 返 し 取 り 組 ん で 下 さ い ）。 

 

4 - 2 .  第 3 課 題 の 取 り 組 み 方  

同 封 の 大 学 共 通 課 題「 竹 び と ラ ー ニ ン グ 」を よ く 読 み 、取 り 組 ん で 下 さ い 。 
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5． 提 出 方 法  

第 1 課 題 の み G o o g l e ク ラ ス ル ー ム で の 提 出 と し ま す 。  

（ 1） C l a s s r o o m に ア ク セ ス し 、 該 当 す る ク ラ ス を 選 択 し ま す 。  

（ 2）「 授 業 」 >「 課 題 を 表 示 」を ク リ ッ ク し 、提 出 す る 課 題 を 選 択 し ま す 。  

（ 3） 課 題 ペ ー ジ で 、 詳 細 を 確 認 し ま す 。  

（ 4）「 あ な た の 課 題 」の 下 に あ る「 ＋ 追 加 ま た は 作 成 」を ク リ ッ ク し ま す 。  

（ 5）フ ァ イ ル の 保 存 場 所（ G o o g l e ド ラ イ ブ ）を 選 択 し 、フ ァ イ ル を 添 付 し

ま す 。  

（ 6） 「 提 出 」 を ク リ ッ ク し 、 確 認 画 面 で も う 一 度 「 提 出 」 を ク リ ッ ク し ま

す 。  

※  提 出 方 法 に つ い て 上 記 と 異 な る 説 明 が あ る 場 合 、そ ち ら に 従 っ て 下 さ い 。 

※  C l a s s r o o m に は 、入 学 前 教 育 用 の G o o g l e ア カ ウ ン ト で ロ グ イ ン し て く だ

さ い 。C l a s s r o o m の ア ク セ ス・ロ グ イ ン 方 法 に つ い て は 、「 C l a s s r o o m の

使 い 方 」 を 参 考 に し て く だ さ い 。  

 

6． 提 出 期 限 等  

第 1 課 題 は 2 0 2 6 年 2 月 1 8 日 （ 水 ） 必 着 。  

 第 2 課 題 と 第 3 課 題 は 2 0 2 6 年 2 月 1 8 日 （ 水 ） ま で に 取 り 組 み を 終 え る

こ と （ 各 自 の 取 り 組 み 状 況 に つ い て 、 随 時 、 W e b 上 で 確 認 を 行 い ま す ） 。  

 

7． 提 出 前 確 認 リ ス ト  

提 出 前 に 、 次 の 項 目 に つ い て 確 認 し て 下 さ い 。  

確 認 欄  内 容  

 各 章 の 要 約 を し て い る 。  

 各 章 の 言 葉 の 確 認 を 5 個 以 上 し て い る 。  

 
詳 し く 知 り た い 点 、 疑 問 に 思 っ た 点 を 3 つ 挙 げ 、 説 明

し て い る 。  

 感 想 を 記 入 し て い る 。  

 「 第 1 課 題 の 書 き 方 」 に 従 っ て 書 か れ て い る 。  

 誤 字 や 脱 字 は 無 い 。  

 

8． 問 い 合 わ せ 先  

 ○ 電 話 で の 問 い 合 わ せ  

  常 磐 大 学  学 事 セ ン タ ー （ F 棟 ラ ウ ン ジ ）  

   総 合 政 策 学 部 経 営 学 科 「 入 学 前 教 育 」 係  

    電 話 番 号 ： 0 2 9 - 2 3 2 - 2 5 8 8  

    受 付 時 間 ： 平 日 （ 月 ～ 金 ） 9 : 0 0～ 1 7 : 0 0  

 ○ メ ー ル で の 問 い 合 わ せ  

  担 当 教 員 ： 経 営 学 科  准 教 授  澤 田 茂 雄  

  E - m a i l： s a w a d a s @ t o k i w a . a c . j p  

  （ 件 名 を 「 経 営 学 科  入 学 前 課 題 に つ い て 」 と し 、 本 文 中 に ① 氏 名 、  

   ② 受 験 番 号 、 ③ 出 身 高 校 名 を 必 ず 明 記 す る こ と ）  

mailto:sawadas@tokiwa.ac.jp

